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福祉部会研修会報告

講演「発達障害等の子どもの食の困難と課題

～「食べられない」を傾聴と対話で支援する。
講師　金沢大学　人間社会研究域学校教育系

　　　准教授　田部　絢子先生

田部先生は、子どもの発

達障害等と食の困難につい

て研究されている、希少な

先生です。他県の栄養士会

でも、何百人単位の講習会

をされています。障害の方

について、なかなか健常者

には理解できない理由は、感覚自体が違う、と

いうことが大きいとのことです。田部先生は、

イチゴの表面をかなりアップにした画像を見せ

て、例えば食に困難がある子どもたちには、イ

チゴがブツブツトゲトゲした恐ろしいものに見

えているかもしれない、ということを体感的に

教えてくださいました。発達障害の方は、その

ような感覚の偏り、過敏と鈍さの両端が元々あ

り、周囲の認知能力が低いと障害が重くなるそ

うです。感覚の偏りによる刺激に対する反応が

適切にできず、そのことを理解してもらえない

ことでさらにストレスにさらされ、自律神経、

免疫、代謝、内分泌も順調でなくなるとさらに

障害が重くなってしまいます。不安、緊張、恐

怖、ストレスを丁寧に把握、理解し、安心安全

な状態にすれば障害は軽減するそうです。

「食べる」という行為は、体内に異物を受け入

れることであり不安、緊張を伴いやすい営みな

ので、新しいものを食べてみようとするのは動

物で人間だけ、という根本的なところからお教

えいただきました。日本は多彩な食があるから

こそ子どもの食に悩まれる親が多く、日本の食

に対する努力は海外でも関心を持たれていると

のことです。では、私たち日本の栄養士は悩ま

れているご本人の悩みを聞いて、伴走すること

ができているでしょうか？学校に実際の対応に

ついて聞くと、正しい食べ方を指導する、ほめ

る、希望の量で提供する等、一方的な対応が多

いようです。

「子どもの意見を聞く」がトップにならないの

はなぜなのか？

指導の仕方、考え方の根幹から変えていく必

要があり、問題解決の基本と、現状との乖離を学

びました。相談する親も、相談される先生も困

ってますが、本当に困っているのは子ども自身

です。周囲の一生懸命さが、子どものストレス

になり、負のスパイラルに陥ってしまっている

こともあるそうです。子どもに限らず、認知症

の方に食べていただくことを考えるときも同じ

ことが多いと感じたそうです。質問があり、認

知症の方の食事相談を受けた時に、ご本人の意

思がはっきりわからない状態だと、どのような

対応が正しいのかわからなくなることがあると

のことでした。田部先生によると、ご本人が何

を言われているのか認知できなくても、ご本人

の周りに集まって話をする場を設けるだけで、

自分のことを話してくれているというのは感じ

るので、大変意味があるとのことです。「必ずあ

なたを大切にする」という気持ちで、一人の人

間として人間関係を作ることが大切とご回答い

ただきました。学びを生かし、どんな状態の方

にも食べることがいいことだと思っていただけ

るよう、支援をしていきたいです。
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